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先進医療

「先進医療」は、

医療技術ごとに一

定の施設基準を設定し、

有効性及び安全性を確保

しつつ、施設基準に該当

する保険医療機関の届け

出または承認により、保

険診療との併用ができる

こととしたもの。「先進

医療に係る費用」は、患

者が全額自己負担するこ

とになり黋麎先進医療に係

る費用」以外の、通常の

治療と共通する部分（診

察鱻検査鱻投薬鱻入院料等)

の費用は黋一般の保険診

療と同様に扱われる。

陽子線治療

陽子線は、Ｘ線と異な

り体内を一定程度進んだ

後、急激に高いダメージを与え

て停止する黕この性質(ブラッグ

ピーク)を利用することで黋周辺

の正常細胞に与える影響を少な

くするように線量を調整でき

る。このため合併症のリスクを

最小限に抑えた治療ができる。

陽子線治療は2016年から「小

児腫瘍」について保険導入され、

2018年から「限局性前立腺がん」

「頭頸部悪性腫瘍（扁平上皮が

んを除く）」「切除困難な骨軟

部腫瘍」が追加された。

｜
｜
「
先
進
医
療
」
と
は
ど
の
よ

う
な
医
療
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

医
療
費
を
め
ぐ
っ
て
は
医
療
の
安

全
性
・
有
効
性
を
確
保
し
な
が
ら
、

患
者
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
日
進
月

歩
の
医
療
技
術
に
つ
い
て
、
現
場
の

動
向
や
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

可
能
な
限
り
選
択
肢
を
広
げ
、
保
険

診
療
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
最
新

技
術
の
保
険
導
入
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
保
険
外

の
医
療
技
術
の
う
ち
、
安
全
性
・
有

効
性
等
を
確
保
す
る
た
め
の
一
定
の

基
準
に
適
合
す
る
技
術
に
つ
い
て
、

「
先
進
医
療
」
と
し
て
将
来
的
な
保

険
導
入
の
た
め
の
技
術
評
価
を
行
う

も
の
で
す
。

｜
｜
「
先
進
医
療
」
の
公
的
保
険

へ
の
導
入
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

「
先
進
医
療
」
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
医
療
技
術
を
保
険
導
入
す
る

に
は
、
有
効
性
・
安
全
性
を
示
す
エ

ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
と
な
る
実
績
や
治

療
成
績
な
ど
）
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
会
議
で
そ

れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
検
討
さ
れ
、

適
切
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
伴
う
医
療
技

術
は
、
関
係
学
会
の
意
見
な
ど
と
も

合
わ
せ
て
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
で
の
議
論
を
経
て
、
保
険
導
入

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
前
立
腺
が
ん
に

対
す
る
陽
子
線
治
療
も
同
様
の
経
緯

で
保
険
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

｜
｜
前
立
腺
が
ん
な
ど
に
対
す
る

陽
子
線
治
療
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
額

の
個
人
負
担
が
必
要
で
治
療
デ
ー
タ

の
集
積
が
難
し
か
っ
た
の
で
は
。

エ
ビ
デ
ン
ス
を
収
集
す
る
治
療
研

究
の
費
用
は
、
決
し
て
少
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
保
険
導
入
前
の
治
療
と

し
て
一
連
の
費
用
全
額
を
、
実
施
施

設
の
研
究
費
や
対
象
患
者
ご
自
身
の

負
担
と
す
る
と
、
円
滑
な
エ
ビ
デ
ン

ス
集
積
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
「
先
進
医
療
」
に
指
定
さ
れ
た

医
療
技
術
と
実
施
施
設
に
つ
い
て

は
、
「
先
進
医
療
」
に
該
当
す
る
技

術
部
分
の
費
用
を
除
き
保
険
が
適
用

さ
れ
、
患
者
や
施
設
の
費
用
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

｜
｜
他
の
疾
患
に
対
す
る
陽
子
線

治
療
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
。

現
在
、
「
先
進
医
療
」
と
し
て
、

陽
子
線
治
療
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
肝
細
胞
が
ん
や
肺
が
ん
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
黬
引

き
続
き
黬
保
険
導
入
の
た
め
の
評
価

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

確かなエビデンスあらば
さ
こ
い
・
ま
さ
み

１
９
８
９
年
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
（
外
科

臨
床
医
）
。

年
、
厚
生
省
入
省
。
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に

留
学
後
、
広
島
県
福
祉
保
健
部
長
、
厚
労
省
保
険
局
企
画
官
、
老
人
保

健
課
長
、
地
域
医
療
計
画
課
長
を
歴
任
。
２
０
１
６
年
６
月
か
ら
現
職

日々進化している最先端の医療技術をめぐって、公的医療保険の適用とすべきものは何か。「先進医療」として関心

が高い前立腺がんなどに対する陽子線治療について今年度から公的医療保険（いわゆる健康保険）が適用された。これ

まで約300万円かかっていた治療費に公的医療保険が適用されることで、患者や家族にとっては朗報だ。「先進医療」

からの公的医療保険への適用の現状について厚生労働省保険局医療課長、迫井正深さんに聞いた。【聞き手鱻池田知隆】 先
進
医
療

公
的
保
険

と

厚
労
省
保
険
局
医
療
課
長

迫
井
正
深
さ
ん
に
聞
く

鼻の日セミナーに400人招待 大阪・梅田で８月５日

大阪府耳鼻咽喉科医会、日本耳鼻咽喉科

学会大阪府地方部会と毎日新聞社は「鼻の

日（８月７日）」にちなんで８月５日午後

１時半から、大阪市北区梅田３の毎日新聞

オーバルホールで、「第８回鼻の日セミナ

ー」（大阪府、大阪市、大阪府医師会後援）

を開きます。入場無料ですが黋事前応募が

必要で黋抽選で400人を招待します。

同耳鼻咽喉科医会理事の松田泰明さんが

「鼻の構造とはたらき」▽大阪医科大学耳

鼻咽喉科・頭頸部外科講師の乾崇樹さんが

「いろいろな副鼻腔炎～特徴と診断、治療

～」▽近畿大学医学部耳鼻咽喉科教授の土

井勝美さんが「アレルギー性鼻炎の診断と

治療」――のテーマでそれぞれ講演した後、

事前に参加者から寄せられた質問に答えて

いただきます。

申し込みは、はがきまたはファクスで郵

便番号、住所、氏名(ふりがな)、職業、電

話番号、参加人数、質問があれば質問内容

を書いてはがきは〒530－8030 大阪北郵

便局私書箱321号「鼻の日セミナー麏係黋フ

ァクスは06・6346・8665の同係へ。７月23

日必着。当選された方には参加証を送りま

す。問い合わせは毎日企画推進センター（06

・6346・8661、平日 ～ 時）まで。
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前立腺がんの陽子線治療 保険適用に

医
療
法
人
伯
鳳
会
が
大
阪
府

内
で
初
め
て
開
設
し
た
施
設

で
、
２
０
１
７
年

月
に
治
療

を
開
始
し
た
。
前
立
腺
が
ん
の

患
者
を
中
心
に
年
間
３
０
０
人

か
ら
４
０
０
人
の
治
療
に
あ
た

る
。こ

こ
に
は
、
陽
子
を
光
速
の

％
程
度
ま
で
加
速
し
、
が
ん

病
巣
の
位
置
や
形
状
に
合
わ
せ

最
適
な
方
向
か
ら
照
射
で
き

る
、
高
精
度
の
陽
子
線
治
療
装

置
１
台
を

設
置
。
さ

ら
に
複
雑

な
照
射
の

方
向
を
調

整
し
、
が
ん
病
巣
へ
の
集
中
性

を
高
め
、
周
囲
の
正
常
組
織
へ

の
影
響
を
抑
え
る
強
度
変
調
放

射
線
治
療
装
置
(
Ｘ
線
)
も
１
台

備
え
、
両
者
比
較
の
上
で
治
療

を
実
施
し
て
い
る
。
兵
庫
県
立

粒
子
線
医
療
セ
ン
タ
ー
の
技
術

的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
安

全
で
適
切
な
放
射
線
治
療
を
し

て
い
る
。

山
本
道
法
院
長
‖
写
真
‖
は

「
陽
子
線
治
療
は
、
が
ん
病
巣

へ
の
線
量
の
集
中
性
が
高
く
、

周
囲
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な

い
。
従
来
の
放
射
線
医
療
に
比

べ
て
高
い
治
療
効
果
が
期
待
で

き
る
し
、
身
体
的
な
負
担
も
軽

く
、
通
院
治
療
も
可
能
で
す
。

費
用
も
放
射
線
治
療
と
同
じ
保

険
診
療
に
な
る
の
で
、
費
用
対

効
果
の
面
か
ら
も
利
用
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
語
る
。

大
阪
陽
子
線
ク
リ
ニ
ッ
ク

莢莢莢莢

莢莢莢莢

兵
庫
県
立
粒
子
線
医
療
セ
ン

タ
ー
(
兵
庫
県
た
つ
の
市
)
の
付

属
施
設
と
し
て
２
０
１
７
年

月
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
開

設
し
た
黭
隣
接
す
る
県
立
こ
ど

も
病
院
と
連
携
し
、
小
児
が
ん

患
者
に
重
点
を
置
く
全
国
初
の

陽
子
線
治
療
施
設
だ
。
成
人
に

対
し
て
も
陽
子
線
治
療
を
行

い
、
情
報
発
信
基
地
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

県
立
粒
子
線
医
療
セ
ン
タ
ー

は

年
に
陽
子
線
と
炭
素
イ
オ

ン
線
の
両
方
の
治
療
が
行
え
る

世
界
初
の
施
設
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
こ
れ
ま
で
に
約
８
５
０
０

人
を
超
す
全
国
屈
指
の
治
療
実

績
を
誇
っ
て
お
り
、
同
セ
ン
タ

ー
の
豊
富
な
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
治
療
を
提
供
す
る
。

こ
の
陽
子
線
セ
ン
タ
ー
は
、
渡

り
廊
下
で
直
結
し
た
県
立
こ
ど

も
病
院
と
一
体
で
運
営
、
小
児

が
ん
の
診
療
体
制
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
る
。

陽
子
線
照
射
室
は
２
室
あ

り
、
治
療
医
４
人
の
ほ
か
小
児

専
門
の
麻
酔
科
医
も
配
置
。
す

で
に
１
日
当
た
り
小
児
、
成
人

合
わ
せ
て
約

人
の
治
療
に
あ

た
り
、
外
来
で
の
相
談
・
診
断

も
行
っ
て
い
る
。

施
設
内
の
壁
に
は
小
児
患
者

の
治
療
へ
の
不
安
を
少
な
く
し

よ
う
と
童
画
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ

ー
の
総
務
専
門
員
、
亀
井
了
さ

ん
は
「
小
児
患
者
の
表
情
を
見

る
た
び
に
胸
が
痛
み
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
っ
た

施
設
で
す
」
と
語
る
。

最先端の陽子線治療は、建設コストが高いために国内には少数

の施設しかなかったが、関西圏では相次いで２施設が開設された。

いずれも利便性もよく、通常の生活をしながら通院治療ができる。

※大阪陽子線クリニックは無床診療所だが、大阪暁明館病院（大阪市此花区
西九条）やはくほう会セントラル病院（兵庫県尼崎市）と医療連携している。

大阪陽子線クリニック‖写真‖は大阪市此花

区春日出中１丁目 の９、電話 ・6462・1888。

神戸陽子線センター‖写真‖は神戸市中央区

港島南町１丁目６の８、電話078鱻335鱻8001。

神
戸
陽
子
線
セ
ン
タ
ー

莢莢莢莢
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県立こども病院と一丸

関西の
新設２院

高精度の治療装置導入


